
地域おこし協力隊活動報告書

活動団体 アソビシロ
役職
氏名 田尻泰崇
着任日 令和６年６月１日

活動月 令和７年 1 月（着任７ヶ月）
主な活動 1. 川辺中学校講義「社会人に学ぶ」

2. ハイカツイベント
3. 川辺高校活性化対策協議会【第二回】

１.川辺中学校講義「社会人に学ぶ」
1 月 21 日に川辺中学校の 2 年生を対象に【社会人に学ぶ】という

授業に講師として招かれました。私の他にも川辺で働かれている方々
が講師陣をして其々の教室で講義を行いました。私は【情報】という
項目で、協力隊としての活動と動画制作に関する内容でお話させてい
ただきました。協力隊として高校の広報宣伝の活動にも協力させてい
ただいておりますが、学生たちが動かす高校のアカウントにどのよう
に関わっていくのか、動画の撮影スキルを教えて学生たちがそれを応
用して新しい投稿を作る難しさや楽しさを伝えました。また、中学時
代は自分自身悩みも多かったでしたが、様々な意見や話を素直に受け
止めて、自分の考えも大事にしつつ、多岐に渡って色々なことに挑戦
してほしいことも伝えました。
この講義後に生徒たちから感想のお手紙をいただきましたが、進路

に悩んでいる生徒もいて、前向きに考えられるようになったことや
仕事をする上で、しっかりとコミュニケーションをとって協力体制を
作る重要性がわかったという内容が書かれていて授業を行って良か
ったと思いました。このような形で川辺に貢献できたので私自身も伝
え方の勉強になりましたし、今後ももっと自分の担当する地域がより
よくなるように頑張っていきたいです。
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２．ハイカツ think kagoshima
1 月 16 日にさつま町の【うましき里きららの楽校】にて開催され

ました【ハイカツ think kagoshima】に参加してきました。
このイベントは廃校をリノベーションして施設運営を行う協力隊

の方々の苦労や利点等を学ぶものです。
現在、私のミッションでは【地域みらい留学】における寮整備を進

めていますが、今後人数拡大による新たな寮整備や地域に存在する建
物を有効利用するためのヒントになると思い、今イベントに参加しま
した。
施設運用のお話では、施設を綺麗に保つために朝の掃除から始まり、

食事の提供の部分や夜間の緊急対応のことなど、寮を運営する上でと
ても大事になってくるポイントがあり、整備する上で何に注意して整
える必要があるか、とても参考になりました。また、実際に運営をさ
れている方々の現場の声も聞けて、どのような思いで働いているのか
を知ることでヒューマンエラーを減らすことにもつながると思いま
す。
直接的に廃校を活用して運用をしていくというわけではありませ

んが、泊まる場所を提供する際にどの部分に気を配れば良いのか等、
根幹に関わる大切なことを多く学べたとても有意義なイベントでし
た。このイベントで知り得たことを今後の寮整備に生かしていき、よ
り良い寮ができるように尽力します。
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３. 川辺高校活性化対策協議会【第二回】
1 月 31 日に川辺高校にて活性化対策協議会が開催されました。

私も委員会の一人として招待いただき、担当している【地域みらい留
学】の説明と現状がどこまで進んでいるかの共有させていただきまし
た。地域みらい留学とは、都心部等の学校から地方でしか経験ができ
ないような高校体験をしてもらう留学制度であり、川辺高校も参画し
ています。
この地域みらい留学を担当して半年が経ちましたが、その中で様々

な学校へと取材を試み、どんな部分が教職員の負担になっているのか
を伺ってきました。どの学校も仰っていたのは普段担当している学生
さんと違いはなく、ただ遠方から留学という形をとっているため、緊
急時にしっかりとした連絡体制が整っていることが大事になってく
るとご教示いただきました。誰が保護者に連絡をとって誰が問題に対
処するのかという部分でうまくいっているのは高校と地元地域の連
携が協力的に取れている地域であることが度重なる取材で見えてき
ています。私のミッションの一つは地域と高校と行政の間に入って
繋ぐことなので、この連携は要になってきます。寮整備の部分にかか
ってきますが、親御さんが安心して自分の子供を預けていただけるよ
うな環境づくりは今までのご意見等を参考にしっかりと固めていこ
うと思います。
寮整備のことだけでなく、川辺高校の宣伝についてのお話も出まし

た。現在は高校 SNS の運用をプロデュースしながら、川辺高生が参
加するイベントに同行して素材を集め、川辺高校が地域のイベントに
どのように参加しているかを説明できるような宣伝方法を構想して
います。また、新たなる魅力を見つけられるような企画を地域の方々
と話し合って考案したり、現状の魅力ある企画たちが生きるような宣
伝・広報を考えて、全国的に川辺高校はこんなに楽しく、素晴らしい
体験ができる高校であることを伝えていきたいです。


